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平成20年度

一般会計

　決算　
6464億2,5702,570万円
全員賛成で全員賛成で認定！認定！全員賛成で認定！
64億2,570万円

9月
定例会 今後も引き続

き

非常に厳しい財政運営平成21年第3
回定例会は、

9月8日から9月
17日までの10

日間で行われ
、

提案された議
案33件につい

ては、31件が
可決、2件が否

決となりました
。

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
決

算
は
、
歳
入
総
額
65
億
７
１

３
５
万
３
２
８
９
円
に
対
し
、

歳
出
総
額
64
億
２
５
７
０
万

４
８
５
２
円
で
、
19
年
度
決

算
額
に
対
し
歳
入
が
４
・
２

％
の
減
、
歳
出
は
４
・
７
％

の
減
と
な
り
ま
た
。

　

歳
入
で
は
前
年
度
に
比
べ
、

町
税
は
０
・
６
％
伸
び
ま
し

た
が
地
方
交
付
税
は
０
・
９

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
義
務

的
経
費
で
人
件
費
が
前
年
度

に
比
べ
１
・
８
％
減
少
し
て

お
り
、
職
員
数
の
削
減
・
給

与
の
抑
制
の
効
果
が
今
後
も

徐
々
に
表
れ
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

道
路
整
備
等
住
民
の
生
活
基

盤
向
上
の
た
め
の
投
資
的
経

費
、
普
通
建
設
事
業
費
を
大

幅
に
抑
制
し
た
こ
と
か
ら
３

億
５
０
０
０
万
円
余
り
と
昨

年
度
に
引
き
続
き
非
常
に
低

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
更
に
、
厳
し
い
財

政
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

審
査
の
結
果
、
予
算
は
適

正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
６
月
に

制
定
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
く
「
健
全

化
判
断
比
率
」
お
よ
び
「
公

営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
」

に
つ
い
て
は
、
正
常
化
の
範

囲
内
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

財
政
事
情

予
算
は
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
の
か
？

予
算
執
行
お
よ
び

事
務
処
理
は
適
正
か

一
層
の
経
費
節
減
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
増
進
を

平成20年度各会計決算内訳

国 民 健 康 保 険

老 　 人 　 保 　 健

後 期 高 齢 者 医 療

奨 　 学 　 資 　 金

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

収　益　的（税込み）

資　本　的（税込み）

歳入（収入）

６５億７，１３５万円

２６億７，４１３万円

２億１，８６７万円

２億７３４万円

３５７万円

１１億５，３６２万円

８，３９８万円

５億１，１６２万円

１億１，３２５万円

歳出（支出）

６４億２，５７０万円

２６億６，７２８万円

２億１，７１１万円

２億７７万円

３５７万円

１１億５，０１５万円

８，１３４万円

５億７，８０８万円

２億8，279万円

差引額

１億４，５６５万円

６８５万円

１５６万円

６５７万円

０円

３４７万円

２６４万円

△６，６４６万円

△１億6，954万円

賛　否

全員賛成で認定

全員賛成で認定

全員賛成で認定

全員賛成で認定

全員賛成で認定

全員賛成で認定

全員賛成で認定

全員賛成で認定

一 般 会 計

質　質　疑

あれこれ

質　疑

あれこれ

町長に決算審査意見書を提出する
　　本園監査委員（写真中央）と貝原監査委員（写真左）

厳しい
弾
力
性
を
失
い
つ
つ

硬
直
化
進
行
を
警
告

町財政

　

水
道
事
業
決
算
の
平
成
20

年
度
収
支
は
、
水
道
事
業
収

益
が
消
費
税
抜
き
で
４
億
８

７
４
０
万
円
に
対
し
、
同
経

費
は
５
億
６
６
０
９
万
円
で

差
し
引
き
７
８
６
９
万
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

減
収
の
原
因
は
、
節
水
意

識
の
高
ま
り
と
企
業
等
の
大

口
需
要
の
減
に
よ
る
水
道
料

金
収
入
の
伸
び
悩
み
。

　

支
出
で
は
、
浄
水
場
施
設

の
修
繕
費
、
材
料
費
お
よ
び

減
価
償
却
費
等
の
増
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

長
引
く
経
済
活
動
の
停
滞
、

節
水
意
識
の
浸
透
な
ど
水
需

要
の
変
化
が
進
む
現
状
か
ら
、

安
定
し
た
事
業
経
営
が
困
難

な
た
め
、
今
後
は
水
道
料
金

を
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

が
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
意

見
書
と
し
て
９
月
２
日
、
町

長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
須
恵
町
一
般

会
計
、
特
別
会
計
な
ら
び
に

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会

計
お
よ
び
特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
書
・
同
事
項
別
明

細
書
・
実
質
収
支
に
関
す
る

調
書
お
よ
び
財
産
に
関
す
る

調
書
な
ら
び
に
水
道
事
業
会

計
の
各
決
算
資
料
等
は
、
関

係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は
関

係
諸
帳
簿
そ
の
他
証
書
類
と

照
合
し
た
結
果
、
誤
り
の
な

い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
予
算
の
執
行
お
よ

び
関
連
す
る
事
務
の
処
理
は

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
た
。

　

財
政
の
健
全
性
・
弾
力
性

を
み
る
た
め
の
性
質
別
分
類

と
し
て
、
支
出
が
任
意
に
削

減
で
き
な
い
義
務
的
経
費
や
、

道
路
・
橋
梁
・
学
校
・
公
営

住
宅
等
の
建
設
に
必
要
な
行

政
水
準
の
向
上
に
直
接
寄
与

す
る
投
資
的
経
費
お
よ
び
そ

の
他
の
経
費
が
あ
る
。

　

歳
出
総
額
に
占
め
る
義
務

的
経
費
の
割
合
が
低
く
、
建

設
事
業
費
等
の
投
資
的
経
費

の
割
合
が
高
い
財
政
構
造
は

弾
力
性
が
あ
り
健
全
な
財
政

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
状
は
義
務
的

経
費
に
物
件
費
・
維
持
補
修

費
・
補
助
費
等
を
加
え
た
経

常
的
経
費
が
占
め
る
割
合
は

80
％
前
後
と
な
っ
て
お
り
財

政
の
硬
直
化
が
続
い
て
い
る

状
態
で
あ
る
。

　

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、

早
急
な
景
気
回
復
は
望
め
ず
、

現
状
に
即
し
た
行
財
政
運
営

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
も
一
層
の
経
費
節
減

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
増
進
に

努
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
「
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
「
健
全
化
判

断
比
率
」
お
よ
び
「
公
営
企

業
の
資
金
不
足
比
率
」
に
つ

い
て
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
た
。

特　

別　

会　

計

水
道
事
業

会　
　

計

会　計　区　分

水道決算水道決算
なぜなぜ
赤字？赤字？

水道決算
なぜ
赤字？

〜
平
成
20
年
度
決
算
審
査
意
見
書
要
旨
〜

開会を宣言する藤石議長

じ
ゅ
ん
き
ょ
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